
■防災倉庫増築プロジェクト 図1　新しい防災倉庫の配置図

■新防災倉庫の設置場所

般法人(鹿島建設等)へは、協定締結の街区への「建築計画説明書」に準じた書簡で、私たちの防災倉庫

増築の計画を通知しました。 中弐にお住いの皆様へは、この管理組合ニュースで防災倉庫増築計画の

概要をお伝えいたしますので、ご理解とご協力をお願い致します。

理事長 / 防災専門委員会委員長 / 修繕専門委員会委員長

*定期総会議案書では、防災倉庫新設としましたが、一団地区域内において新たに建築する建物は「増築」として扱われるため、このニュース
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設置場所は、既存の倉庫を撤

去した跡地に、コンクリート基礎・

コンクリート土間(湿気対策)を設

けて、倉庫建屋を基礎にボルトで

今期早々から、修繕専門委員

固定して建築します。

新しい防災倉庫は、敷地の幅に収まる最大級の

ものを選択し、入り口側(北側)から見て縦長の配

置にします。 図1参照。
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防災倉庫増築計画のご案内

する理事長と副理事長が、必要

会が建築設計・各種申請・倉庫

建築関連業務を担当、防災専

門委員会が防災倉庫内外の装

備品・付属品(換気扇・棚等)の

選定を担当し、両委員会に関与

計と法律に従った申請手続きを開始いたしました。

この工事は、一般の家屋の新築時と同様に建築確認申請並びに志木ニュータウンが、建築基準法第86

条(所謂、一団地条項)の要件を適用して開発された「一団地区域」のため、当局(志木市)の審査を受ける

前期定期総会(5月26日開催)の第4号議案にて提案しました防災倉庫増築*の件は、賛成多数で可

決承認されましたので、今期早々から、その実行に向けて市内の一級建築設計事務所を起用し、建築設

な調整をしながら進めております。

必要があります。 一団地条項の審査には、区域内の建ぺい率と容積率に影響を及ぼす増築計画は、同

区域内の全地権者・借地権者へその概要を知らしめなくては、ならない決まりとなっています。

　では、防災倉庫増築といたします。

このことから、管理規約第74条(他街区との協定事項)に従って、協定締結の街区へ「建築計画説明書」

を以って通知をし、協定を結んでいない街区・県(県営団地)・志木市(出張所、館保育園、体育館等)・一



工事名称： 防災倉庫増築工事

用途地域：

第1種住居地域

主要用途： 倉庫業を営まない倉庫(防災倉庫)

工事種別： 新築(増築)

敷地面積：

建築面積： 申請部分 
図2　イナバ物置NXN-185H 申請以外の部分

合計
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延べ面積： 申請部分

申請以外の部分

合計

容積率 

その他： 最高高さ

構造

■防災倉庫増築工程・日程

■中弐の防災資機材について

載されています。 この機会に是非ご覧いただきた

果を反映させた「防災機材一覧表」に改訂して発

行する予定としております。

く思います。 念のため、その「防災機材一覧表」

の要約版を次ページに表で示しました。

尚、今回の防災倉庫建替えに伴い、防災機材・

用品の全面的な在庫調査を行いますので、その結

の基礎・土木工事等の許認可に関係なく進められ

に備蓄する機材・用品の公表の要望がありました

が、2016(平成28)年に初版発行配布しました

黄色バインダーの「防災の手引」の「消防・防災

る工事は、適宜発注と精算をしながら進めてまいり

ます。

既存の倉庫は、地上に並べたコンクリートブロック

換気扇と通気口)などの設備を備えることにいたし

災倉庫の建築(増築)計画説明書には、次の様な

重要項目を含んでいます。

ます。　図3参照。

計画」章の付表3として「防災機材一覧表」が記

　　　　以上

■防災倉庫建築計画説明書の概要

一団地区域の地権者・借地権者へ通知した防

製品の保管ができず、更には外部から虫が侵入し

て繁殖してしまう有り様でしたので、新設の防災倉

庫は、コンクリートの基礎工事を施し、断熱(室内

天井に断熱材貼付け)・換気(温度センサー付き

図3　換気扇と通気パネル
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先の定期総会において、災害に備えて防災倉庫

末を目標にしてます。 しかし、志木市への建築確

認申請等(書類7月25日提出済)の許認可の時

期が読めません。 よって、新防災倉庫建築以外

の上に置いてある簡易構造で、温度・湿度などの

管理ができないために、トランシーバーなどの電気

第1種中高層住居専用地域、

比べ面積、体積共に3倍強の大きさになります。

既存倉庫の大きさが、幅2.5mx奥行2.2mx高

図2参照。

■新防災倉庫の規模と装備仕様

説明書には、新しい防災倉庫の平面図と立面

2.525ｍ(地上1階)

軽量鉄骨造

18.41㎡

 5,739.98㎡

 5,758.39㎡

19.23%

 18.41㎡

 47,842.46㎡

 47,860.87㎡

159.84%

図(3ページの図4・5・6参照)が添付されました。

さ2.2ｍに対し、新しい倉庫は幅3.47mx奥行

5.26mx高さ2.28ｍのイナバのNXN-185H型

倉庫を採用します。 新防災倉庫は、既存倉庫に

 29,942.10㎡

新防災倉庫の完成は、消費税率変更前の9月

注： 扉は、北側(幅3470mm)に取り付けます。
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図4　新防災倉庫平面図  図5　新防災倉庫北側立面図

表　防災資機材一覧表

カセットボンベ式ガスストーブ(室外用)

ヘルメット(救護担当者の頭部保護) 予備乾電池(他に充電型と充電器あり)

革製作業手袋(救護担当者の手保護) ライター・マッチ

大形懐中電灯(3電源式防滴ラジオライト)

ヘッドライト(両手作業可能) アルミ軽量支柱

ローソク(非常用長時間型) 折りたたみ式軽量テント

救助工具セット(バール・ハンマー・スコップ等) アナグロ方式

油圧ジャッキ(防災用爪付油圧ジャッキ) デジタル方式（要登録）

メガホン

イーバックチェア(階段避難用椅子型車) 電池式拡声器

担架(二つ折り型) 手巻き充電ラジオ・ライト

車椅子(折畳み式) リヤカー

おんぶ帯(おんぶ帯プラス) 発電機(カセットガスボンベ式)

カセットガスボンベ

ブルーシート(敷物、仮設のテント用) 照明(ぼんぼり型)

ホイッスル(呼び掛け等に使う) コードリール

エレベーター閉じ込め対策品(緊急用備品収納箱) パトロール・ベスト(「自主防災会」名入り)

救急用品(消毒薬品・包帯・三角巾・ピンセット等) メシュゼッケンベスト(ボランティア用)

ＡＥＤ(自動体外式助細動器) 腕章(ビニール腕章「災害ボランティア」名入り)

バインダー(ボランティア活動用筆記補助文具)

組立簡易便座(屋内外使用可・全戸配布) 充電式バッテリー(単3・単4エネループ)

災害用簡易トイレ用排便袋(袋・凝固剤100回分) 充電式バッテリーと充電器(全バッテリーの補充用)

防災倉庫(「中弐自主防災会」名入り)

石油ストーブ(燃料の灯油の備蓄なし) ラック(防災倉庫用中量ラック)

9 50

1セット 70

5 100

8 1

15 2

救急・救護用品 ベスト

防寒用品 1

2 3

避難生活支援品 100
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1
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負傷者等搬送 15

1 2

1 2

1

救助工具 トランシーバー

3 8

20 若干数

50 若干数
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3 軽量テント
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   約20 1
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救助搬送用品 2
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 図6　新防災倉庫西側立面図
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分野・資機材名 備蓄数 分野・資機材名

照明

2154
有効開口部間口 1266

55 558x420=3360
3470

柱外寸法 3470
3610

80 60

▽最高高サ

50 50
5360

柱外寸法 5260

▽G.L.


